
 
 

 

固定資産管理の不備 

監査（検査）実施年月日（委員：－年－月－日、事務局：令和元年12月３日及び同月４日） 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 

株式会社大阪鶴見

フラワーセンター 

 

 株式会社大阪鶴見フラワーセンター経理規程では、毎会計年度１回以上、所管の固定資

産と台帳を実地照合することになっているが、平成29年度以降実施されていなかった。 

また、固定資産台帳と現物の照合確認を抽出により行ったところ、すでに除却されてい

る下記の固定資産が固定資産台帳に記載されていた。 

 

 

勘定科目 資産名 数量 取得価額 期末帳簿価額 

工具器具備品 ビデオソフト １ 2,440,000円 １円 

工具器具備品 ハイビジョンソフト １ 9,200,000円 １円 

 

 

 検出事項について、資産管理責任者は、固

定資産台帳と現物の照合を実施し、是正すべ

きものがある場合は、速やかに是正された

い。 

また、株式会社大阪鶴見フラワーセンター

経理規程に基づき、適正な事務処理を行われ

たい。 

 

 

【株式会社大阪鶴見フラワーセンター経

理規程】 

第41条（固定資産の実地照合） 

 資産管理責任者は、毎会計年度１回以上

所管の固定資産を台帳と実地照合しな

ければならない。 
 

 

 従来の実地照合に使用していた

固定資産実地照合報告書では、適

正な照合が困難であるため、令和

２年１月14日に、様式を固定資産

台帳に基づいた様式に変更し、確

実な実地照合を行う体制を整え

た。 

新たな固定資産実地照合報告書

により、令和２年１月31日に固定

資産台帳と現物の実地照合を実施

し、すでに除却されている左記の

２件について、固定資産台帳上、

除却の処理を行った。 

今後は、株式会社大阪鶴見フラ

ワーセンター経理規程に基づき、

適正な事務処理を行う。 


